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令和元年度 埼玉県県土整備部との技術懇談会 

概   要 
 

 開催日時：令和２年２月５日（水） 

14:00～16:30 

会  場：ヘリテイジ 別所沼会館 

1階 会議室 
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埼玉県土木施工管理技士会 
技術顧問 山口 勝 
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埼玉県県土整備部との技術懇談会 
 

      埼玉 県 土木 施 工管 理技 士 会 

開催日時：令和２年２月５日(水)  

14:00～16:30                       

会  場：ﾍｲﾃｲｼﾞ浦和別所沼会館  

 

次  第 

 

１．挨 拶                      14:00～14;10 

埼玉県土木施工管理技士会  

会 長  松本 泰典                           

     埼玉県県土整備部建設管理課 

       課 長  新井 哲也 様 

 

２．出席者紹介                    14:10～14:25 

 

３．情報提供                       

建設管理課の取り組み              14:25～14:55 

 建設管理課 主査 田口  敬之 様 

       主査 黒河内 直子 様 

       主査 中野  泰博 様 

埼玉県技士会の紹介               14:55～15:05 

 埼玉県土木施工管理技士会 技術顧問 山口 勝 

 

４．休 憩                      15:05～15:15 

 

５．意見交換                     15:15～16:05 

   意見交換議題概要説明 技術顧問 山口 勝 

      意見交換 提案議題（資料 3参照） 

 

６．フリー討議                    16:05～16:25 

 

７．閉会挨拶（総括）                 16:25～16:30 

   埼玉県土木施工管理技士会 副会長 根岸 清志 

 

以 上 
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配付資料一覧 

 

１．次 第 

２．出席者名簿 

３．座席表 

４．進行表 

 

埼玉県 

・建設管理課の取組み状況             資料－１ 

 

埼玉県土木施工管理技士会 

・埼玉県技士会の紹介               資料－２ 

 ・令和元年度全国技士会アンケート結果        冊子配布 

    「よりよい設計図書の作成のために」 

 

令和元年度 意見交換会 提案議題           資料－３ 

 

 

提案議題に対する埼玉県からの回答に関しては非公開としますが、回答についてご質問の

ある方は、下記にお問い合わせください。 

≪ 問合せ先 ≫ 

  埼玉県土木施工管理技士会 技術顧問 山口 勝 

ＴＥＬ： 049-229-5622（代表） 

ＦＡＸ： 049-229-5633（代表） 

ＴＥＬ： 049-298-3903（直通） 

Ｅ‐mail：m-yamaguchi.gisikai@waltz.ocn.ne.jp 
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令和元年度 埼玉県県土整備部との技術懇談会 出席者名簿 

埼玉県土木施工管理技士会   埼玉県県土整備部  
支部名 役職名 氏  名 会 社 名   所   属 職  名 氏  名 

1 川 越 会   長 松本 泰典 (株)関東建設  1 

建設管理課  

課 長 新井 哲也 

2 本 部 
技術顧問 

山口 勝 
埼玉県土木施工 

管理技士会  
2 副課長 新井 昌行 

副 会 長  

3 
さ い 

た ま 

副 会 長 
根岸 清志 

島田建設工業

(株)  
3 

土木積算・建設 IT

担当 主 幹 
三谷健太郎 

支 部 長 

4 〃 副支部長 小角 勝之 三ツ和総合 
 

4 
土木積算・建設 IT

担当 主 査 
篠原 啓一 

5  〃 副支部長 永野 長一 (株)松永建設 
 

5 
建設企画担当 

主 査 
田口 啓介 

6 朝 霞 支 部 長 橋本 英世 関口工業(株) 
 

6 
技術管理担当 

主 幹 
高野  工 

7 〃 副支部長 手塚 秀夫 サクラ建設（株） 
 

7 
技術管理担当 

主 査 
黒河内直子 

8 北 本 支 部 長 中居 秀樹 (株)東 栄 
 

8 
技術管理担当 

主 査 
中野 泰博 

9 〃 副支部長 梶山  健 梶山工業(株) 
 

9 
さいたま 

県土 
施工監理主幹 髙梨 俊明 

10 川 越 支 部 長 
日向 貴一 

(代)細目只夫 
日栄建設(株) 

 
10 朝霞県土 施工監理主幹 長森 佐和 

11 〃 副支部長 水戸喜代志 (株）太田組  11 北本県土 施工監理主幹 奥重 裕貴 

12 飯 能 支 部 長 駒井 克男 駒井建設(株) 
 

12 川越県土 施工監理主幹 香取 裕司 

13 〃 副支部長 高野   修 
(株)加藤建設工

業  
13 飯能県土 施工監理主幹 永井 英喜 

14 東松山 支 部 長 木川 克己 (株)田中工業 
 

14 東松山県土 施工監理主幹 齋藤  潔 

15 〃 副支部長 
鈴木 光由 
(代)岩上幹雄 

（株）島村工業 
 

15 秩父県土 施工監理主幹 岡本 史靖 

16 秩 父 支 部 長 小池 達夫 (株）斎藤組 
 

16 本庄県土 施工監理主幹 岡本 敬助 

17 〃 副支部長 守屋 一男 (株）岩田組 
 

17 熊谷県土 施工監理主幹 秋山 泰輝 

18 本 庄 支 部 長 鈴木 元道 （株）関口組 
 

18  行田県土 施工監理主幹 根岸 克好 

19 〃 副支部長 蛭川  修 真下建設（株）  19 越谷県土 施工監理担当課長 石川憲之助 

20 熊 谷 支 部 長 丸橋 達雄 田部井建設(株) 
 

20 
総合技術 

センター 
主任工事検査員 佐藤 裕之 

21 〃 副支部長 榎本   修 古郡建設(株)  
21 

西関東連絡

道路建設事

務所 

建設担当 

担当部長 
菅原  博 

22 行 田 支 部 長 小暮 一男 こぐれ建設（株） 
 

23 〃 副支部長 小賀野真弘 小川工業(株)      

24 越 谷 支 部 長 金澤 嘉和 池中建設(株) 

25 〃 副支部長 佐藤 孝治 須合建設(株)  
26 杉 戸 支 部 長 井上 昭司 (株)井上工務店  

27 〃 副支部長 
星野 暢良 

(代) 細井 匠 
星野工業（株） 
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令和元年度 埼玉県土木施工管理技士会との技術懇談会 提案議題 

１．総合評価方式に関すること 

提案議題１ 「継続教育（ＣＰＤ）の取組み」の評価と対象工事の拡大について  

提案内容（趣旨） 

 土木施工管理技士会の継続学習制度（ＣＰＤＳ）の目的は、技術者が自己研鑽の活動を通じて、

国民の福祉に役立つ良質な目的物を創造するための技術力と資質の向上を図ることにあります。  

 2019年1月現在、全国技士会のＣＰＤＳ加入者数は16万人を超え、国土交通省など多くの発注

機関により技術者の評価基準として活用されています。  

 埼玉県では、平成28年度の総合評価方式から配置予定技術者の技術能力評価に「継続教育（Ｃ

ＰＤ）の取組み」が選択評価項目として設定されましたが、平成30年度の改訂では、簡易型（標

準パッケージ：土木Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ型、特定課題パッケージ：若手育成型、地域担手型）の評価対象

から外されました。  

 一方、土木Ⅰ型では、「登録基幹技能者の配置」が新規に必須評価項目として設定されました。  

 設定理由は、  

 ・品確法運用指針（H27.1月）に登録基幹技能者の活用が謳われたこと。  

 ・登録基幹技能者は、建設現場において職長経験を有する経験豊富な技術者であり、建設工事

の品質向上に寄与する。との記述があります。  

 ここで、建設工事の品質向上には、登録基幹技能者の評価も必要なこととは思いますが、工事

品質の確保・向上はもとより工事全般を適切に監理・指導することになる技術者の評価が重要で

あると考えます。  

 特に近年、情報通信技術をはじめ現場で使用する技術は、日進月歩で進化しています。加速す

る変化に適切に対応するための継続学習は必要不可欠です。  

 次回の改訂では、特に、土木Ⅰ型、Ⅱ型、Ⅲ型においては「継続教育（ＣＰＤ）の取組み」を

評価対象に設定していただきますようお願いします。  

また、今後の発注工事に際しては、この評価項目を積極的に選択していただきますようお願い
します。  

 

 

２．設計、積算に関すること 

提案議題１ 積算の条件明示について  

提案内容（趣旨） 

 最近の設計図書には、入札参加者の適切かつ迅速な見積もりに資するための「積算参考資料」

として、資材単価一覧表、積算資料一覧表などが添付されています。  

 資材単価一覧表には、見積金額や物価資料（建設物価、積算資料）の２誌平均値などが記載さ

れていますが、下記の点についても明示していただきますようお願いします。  

 １．物価資料の場合は、品名、規格の明示  

 ２．物価資料の大口・小口のような取引数量で計上している場合の明示  

３．採用単価の地区の明示  
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 ２．設計、積算に関すること 

提案議題２ その他 意見・要望  

提案内容（趣旨） 

 １．建設機械賃料で、長期割引の有無を明示していただきたい。  

 ２．クレーン作業料金は、夜間補正の有無を明示していただきたい。  

３．積算時の全体工程表を開示していただきたい。 

  

 

３．業務の効率化・生産性の向上に関すること 

提案議題１ 設計図書（設計コンサルの成果品）の品質向上について  

提案内容（趣旨） 

 「土木工事設計変更ガイドライン」の策定や重複書類の見直しにより、この１、２年、会員（現

場技術者）からの設計変更や提出書類に関する要望等は大幅に減ってきております。  

 一方、依然として、発注図と現場とが違う。設計条件と現場条件とが一致しない。設計の施工

方法では現場での施工ができない。といった設計図書と現場との齟齬については多くの声があが

っております。  

 このような場合は、現地調査をはじめ、変更資料（図面・数量等）の作成、変更協議などに多

くの時間と労力を要するとともに、工事着手の遅れ、経費の増加、長時間労働や休日出勤に繋が

る大きな要因となっています。  

品質の高い設計図書（設計コンサル成果品）をもって発注していただきますようお願いします。 

  

 

３．業務の効率化・生産性の向上に関すること 

提案議題２ 概略設計、概算数量による発注工事について  

提案内容（趣旨） 

 災害復旧工事等では、通常の工事のような発注は困難と思われますが、概略設計や概算数量に

より発注される工事については、図面と現地とで施工範囲の特定や官民境界の確認ができない場

合があり、設計照査に多くの時間を費やすことになります。 

 施工範囲や境界確認が可能となる図面をもって発注していただきたい。困難な場合は、適時、

現場を確認していただき方針を示していただきますようお願いします。 
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４．その他、意見・要望 

提案議題１ 年度内出来高の履行が必要な工事について  

提案内容 (趣旨) 

 受注後、予算の関係から年度内出来高を履行するよう指示されることがあります。 

 このような場合、工事によっては、非現実的な工程を作成せざるを得ない場合があります。 

 実施工程は、受・発注者が相互に納得のいく工程を作成し管理されるべきと考えます。 

 年度内出来高を履行しなければならない工事については、適正な工期（年度内出来高の履行が

可能となる期間）を設定し、発注していただきまようお願いします。 

 

 

〇再要望事項 

１．発注（入札）段階での施工に影響を及ぼす諸条件の明示について  

提案内容 (趣旨) 

 受注前に施工に影響を及ぼす諸条件が把握できるよう、例えば、支障物件がある場合は、「支

障物の内容および管理者、位置、移設時期、防護の必要有無、工事着手可能時期など」また、協

議未了の場合には「協議内容、解決見込み時期など」詳細情報を特記仕様書に明記するようお願

いします。  

 

  

〇再要望事項 

２．工事書類の受け渡しについて 

提案内容 (趣旨) 

 工事を円滑に進めるためには、受発注者間相互の速やかな工事関係書類の受け渡しが不可欠で

す。速やかな受け渡しをお願いします。 

 

 

〇再要望事項 

３．設計変更に伴う概算額の明示について 

提案内容 (趣旨) 

 設計変更に伴う概算額の明示については、担当者によって異なる対応が散見されますので、概

算額の明示をお願いします。 

 

 

〇再要望事項 

４．協議や支障物件、資機材調達に日数がかかる工事について 

提案内容 (趣旨) 

 関係機関等との協議や支障物件の移設等が必要な工事、資機材調達等に日数を要する工事の場

合は、協議等に要する期間、調達期間（発注から現場納入までの期間）を見込んだ工期を設定し、

発注していただきたい。  

 



8 
 

令和元年度 埼玉県県土整備部との意見交換会（フリー討議） 

設計に関する要望 

 

１．河川内（低水路）の橋脚施工における仮締切の形状について 

        

橋脚を低水路に築造する工事で、下図に示す通り、橋脚の梁部が鋼矢板仮締切にかる仮

設計画（黄色着色）がみられます。 

この場合、通常の施工順序は、①鋼矢板打設（仮締切）②掘削・土留め支保工  

③基礎（フーチング）施工 ④柱部（壁部）施工 ⑤柱部コン養生、型枠取り外し 

⑥埋戻し ⑦梁部にかかる範囲の鋼矢板引抜 ⑧梁部施工足場・支保工設置 ⑨梁部施工 

⑩梁部施工足場・支保工撤去、梁部にかかる範囲外の鋼矢板引抜となります。 

 ここで、赤着色部のように仮締切平面寸法を梁部にかからないように計画した場合は、

上記の⑤の工程短縮、⑥・⑦の作業をなくすことができる。⑧の工程短縮が可能となりま

す。加えて、鋼矢板引抜に伴う重機の運搬回数も減らすことができます。 

 一方、仮締切の平面寸法を拡大するため、鋼矢板の使用枚数や土留め支保工、掘削・埋

戻し等の数量が増加することになりますが、低水路内での施工となるような場合は、工期

短縮を重視し、効率的な施工が可能となる仮設設計をしていただきますようお願いします。 

 

 断面図                  平面図 

                                   

 

                                     

 

                     ▽ 水位 

 

 

 

                     ▽ 河床 

 

     

      

 

 

 

 

       凡例 

            鋼矢板締切 当初設計       改善策 

         

上
流
側 
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２．河川工事で大型土のうを採用した瀬替えや仮締切の計画について 

  

 大型土のうを用いた瀬替えや仮締切を計画する場合には、当該場所の河床の土質や降雨

による増水など、考慮して安全かつ適切な計画をしていただきますようお願いします。 

 

 

３．土留め壁の仮設設計について 

  

 １．鋼矢板の根入れ長 

  鋼矢板土留壁の根入れ長は、つり合い深さの計算と設置個所の対象地盤によりヒービ

ングやボイリングも併せて検討し決定することになりますが、つり合い深さの検討のみ

で決められているケースが見受けられます。 

根入れ長など仮設設計にあたっては、ジャストポイントでの土質調査や被圧水の有無

等を確認し、安全かつ適切な設計仮設を計画していただきますようお願いします。 
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新聞記事 

令和元年度 埼玉県県土整備部との技術懇談会 
開催日：令和 2年 2月 5日（水）14:00～16:30 

会 場： 別所沼会館（ヘリテイジ）1階会議室 

埼玉建設新聞 2020年（令和 2年）2月 13日（木） 

 


